
［2025年度］ 

工作物石綿事前調査者講習のご案内 
（東京労働局長登録番号 石 13-19 号 登録有効期間満了日 2029 年 6 月 24 日） 

一般社団法人 日本ボイラ協会福島支部 

 

建築物等の解体または改修の作業を行うときには、対象建築物等の石綿等使用の有無について、建築物石綿含

有建材調査者講習修了者にその調査を行わせることが 2023 年 10 月から義務づけられました。 

一方、ボイラー・圧力容器等の工作物（下記の特定工作物告示に掲げる工作物）の解体工事・改修工事において

は、対象工作物等の石綿等使用の有無について、工作物石綿事前調査者講習修了者にその調査を行わせるこ

とが 2026 年 1 月 1 日から義務付けられます。 

 

特定工作物告示に揚げる工作物 

(令和2年厚生労働省告示第278号) 

炉設備（反応槽、加熱炉、ボイラー・圧力容器、焼却設備） 

電気設備（発電設備、配電設備、変電設備、送電設備） 

配管及び貯蔵設備（炉設備等と連結して使用される高圧配管、 
下水管、農業用パイプライン及び貯蔵設備）※上水道管は除く 

 

一般社団法人日本ボイラ協会は、工作物石綿事前調査者講習の講習機関として、東京労働局に登録（石 13-

19）し、工作物石綿事前調査者を養成する講習を実施します。 

協会本部の講習会場の映像データと講師の音声を、福島の講習会場にライブ配信するサテライト方式に

て本講習を開催するものとします。講義終了後は、協会本部の講師とリアルタイムで質疑応答ができます。 

該当する調査を行う事業場の方は、この機会に是非とも受講をご検討ください。 

 

 １．日時・会場 

開催日 会場 

第１回 ２０２５年 ６月 ５日(木)～ ６日(金) 〔終了後、修了考査〕 ウィル福島アクティおろしまち 

第２回 ２０２５年 ８月２１日(木)～２２日(金) 〔終了後、修了考査〕 〃 

第３回 ２０２５年１２月１１日(木)～１２日(金) 〔終了後、修了考査〕 〃 

第４回 ２０２６年 ２月２６日(木)～２７日(金) 〔終了後、修了考査〕 〃   （予定） 

 

２．スケジュール（２日間とも時間厳守のこと。遅刻、早退は認められません。） 

 受付 オリエンテーション 講習（質疑応答含む） 

１日目 講義 ９:００～ ９:２５～ ９:３０～１７:００ 

２日目 講義 ９:００～ ９:２５～ ９:３０～１５:４５ 

  
１６:０５～１６:２５（実機説明） 

１６:２５～１６:５５（自習時間） 

修了考査  １６:５５～ １７:００～１８:４０ 

 

３．講習料 

会員 ５３,３５０円（税込）＝ 受講料５０,０５０円（税込）＋テキスト代３,３００円（税込） 

一般 ５５,０００円（税込）＝ 受講料５０,０５０円（税込）＋テキスト代４,９５０円（税込） 

 



４．申込み方法（最小催行人数 5 名とします。なお、締切期日前でも定員になり次第締め切ります） 

第１回 ２０２５年 ４月 １日 ～  ５月２２日 ： 定員３０名 

第２回 ２０２５年 ６月 ２日 ～  ７月２８日 ： 定員３０名 

第３回 ２０２５年１０月 １日 ～ １１月２７日 ： 定員３０名 

第４回 ２０２５年１２月１５日 ～ ２０２６年２月１２日 ： 定員３０名 
 

下記の手順に従い、受講申込手続きをしてください。 
 

① はじめに、受講資格の確認をしますので、「受講申込書(写真貼付※１）」及び「受講資格を証明する書類」

（別紙参照）を下記申込先に郵送またはＦＡＸにてお送りください。 
 

※１ 受講申込書に貼付ける写真について 

 修了証に使用しますので、写真を申込書に貼付してください。 

 ●サイズ：縦 30mm×横 24mm 

 ●申し込み前６ヶ月以内に撮影したもの 

 ●鮮明で変色のおそれのないもの。脱帽、上三分身（胸から上）、無背景の写真をご用意ください。 

 注意：次のような写真は撮りなおしていただく場合があります。 

    ・サングラスやヘアバンドにより顔の一部が隠れているもの 

    ・写真専用用紙以外の用紙に印刷したもの 

    ・写真の品質に乱れのあるもの（画像の処理されているものや不鮮明なもの、傷があるもの） 
 

② 受講資格確認後に、当支部から「受講資格確認通知書」と一緒に 「請求書※２」を郵送しますので、受

取り後７日以内に講習料等のお支払い及び書類（①で FAX された方は「受講申込書」「受講資格を証

明する書類」の原紙）の提出を下記(ⅰ)～(ⅲ)のいずれかの方法でお手続きください。 
 

※２ 請求書の発行について 
受講資格確認通知書とあわせて請求書を郵送します。 

請求書の宛名は受講申込書に記載された事業場名とします。 

変更を希望される場合は、その旨、受講申込書の備考欄に記載してください。 

振込み確認のため、振込み名義は請求書の宛名と同じにしてください。 
 

(ⅰ)持参 支部窓口へ受講申込書(写真貼付）、受講資格を証明する書類、講習料を当支部に直接持

参する。事前に来所の日時をご連絡願います。 

受付時間：土日祝を除く９：００～１６：３０ 

(ⅱ)郵送 

(現金書留) 

現金書留で受講申込書(写真貼付）、受講資格を証明する書類、講習料を同封の上、郵送

する。 

(ⅲ)振込 講習料を（一社）日本ボイラ協会福島支部口座にお振込みの上、受講申込書(写真貼付）、

受講資格を証明する書類を郵送してください。 

なお、各金融機関の受領書を領収書とさせていただきますので、大切に保管下さい。 

振込手数料は、別途ご負担ください。 

振 込 先：東邦銀行  本店営業部  普通預金  3621148 

口座名義：一般社団法人日本ボイラ協会福島支部 
 

申込先 

 

一般社団法人日本ボイラ協会福島支部  

〒960-8041 福島市大町４-４ 東邦スクエアビル３F 

TEL (０２４)５２２－６７１８   FAX (０２４)５２２－６７２２ 
 

③ 受講申込書等の書類と講習料支払いが確認できた後、受講票並びにテキストをお送りします。 
（受講票は当日受付に提示下さい。） 

受付 
期間 
・ 

定員 



５．会場案内 

   ウィル福島 アクティおろしまち（福島県福島市鎌田字卸町 10-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 駐車場は上記地図の駐車スペース Ｐ をご利用ください。 

※ 当会場内は全て禁煙となります。喫煙は、屋外の喫煙所に限定してお願いします。 

 

【 注意事項  】  

① 所定の時間を受講し、修了考査に合格した方に「修了証明書」を交付致します。 

但し、全講習時間を受講しないと修了考査を受けることはできません。 

合否については修了考査後、郵送にて２週間以内に通知します。  

② 修了考査の不合格者は、受講した年度末から２年の間に当支部が実施する修了考査を２回 再受験

（再受験料 5,500 円）する事が出来ます。 

詳細は、不合格者に発行する「受講証明書（未修了者用）」送付時に、ご案内を同封します。  

③ 受講日の１週間前までに受講の中止を申し出たものについては、受講料を返還致します。 

但し、テキストは買い取りとさせていただきます。  

④ 講習会当日、本人確認をさせていただきますので、顔写真入り本人確認書類（運転免許証、マイナン

バーカード等）をご持参下さい。  

⑤ 通信トラブル等で講義配信ができなかった場合は、次回の日程に参加してもらうか、参加できない

受講者には受講料を返却致します。  

⑥ 講習申込みにあたってお知らせ頂く個人情報は、講習実施の目的以外に使用致しません。  

 

 

 

 

 

 



受講資格・証明書類の例     

区分 受 講 資 格 受講資格を証明する書類の例 

１ 
労働安全衛生法別表第１８第２３号に揚げる石綿作業主任者

技能講習を修了した者 
石綿作業主任者技能講習修了証の写し 

２ 

学校教育法による大学(短期大学を除く。)において、工学

に関する正規の課程又はこれに相当する課程を修めて卒業

した後、工作物に関して２年以上の実務の経験を有する者 

①大学の工学科卒業証明書 

②工作物に関する実務経験２年以上の職務内容証明書 

※①と②両方必要です 

３ 

学校教育法による短期大学（修業年限が３年であるものに

限り、同法による専門職大学の３年の前期課程を含む。）に

おいて、工学に関する正規の課程又はこれに相当する課程

（夜間において授業を行うものを除く。）を修めて卒業した

後（同法による専門職大学の前期課程にあっては、修了し

た後。④において同じ。）、工作物に関して３年以上の実務

の経験を有する者 

①修業年限３年の短期大学の工学科卒業証明書 

②工作物に関する実務経験３年以上の職務内容証明書 

※①と②両方必要です 

４ 

学校教育法による短期大学（同法による専門職大学の前期

課程を含む。）又は高等専門学校において、工学に関する正

規の課程又はこれに相当する課程を修めて卒業した後、工

作物に関して４年以上の実務の経験を有する者（③に該当

する者を除く。） 

①短期大学、専門職大学、又は高等専門学校の工学科卒業

証明書 

②工作物に関する実務経験４年以上の職務内容負証明書 

※①と②両方必要です 

５ 

学校教育法による高等学校又は中等教育学校において、工

学に関する正規の課程又はこれに相当する課程を修めて卒

業した後、工作物に関して７年以上の実務の経験を有する

者 

①高等学校の工学科卒業証明書 

②工作物に関する実務経験７年以上の職務内容証明書 

※①と②両方必要です 

６ 工作物に関して１１年以上の実務の経験を有する者 
工作物に関して１１年以上の実務経験あることを、事業場

の責任者が証明する職務内容証明書 

７ 

2006 年（平成 18 年）4 月 1 日 （注）の前日までに特定化学物

質等作業主任者技能講習を修了した者で、工作物石綿事前

調査に関して５年以上の実務の経験を有する者 

（注）以前は石綿作業主任者技能講習がなく、特化物作業

主任者がその役割を担っていた 

①平成１７年の改正前の特定化学物質等作業主任者技能講

習の修了証の写し 

②工作物石綿事前調査の実務経験（注）５年以上の職務内

容証明書 （注）工作物石綿事前調査者の補助の業務など 

※①と②両方必要です 

８ 建築行政に関して２年以上の実務の経験を有する者 実務経験２年以上の職務内容証明書 

９ 
環境行政（石綿の飛散の防止に関する者に限る。）に関して

２年以上の実務の経験を有する者 
実務経験２年以上の職務内容証明書 

１０ 

労働安全衛生法第９３条第１項の産業安全専門官若しくは

労働衛生専門官又は同項の産業安全専門官若しくは労働衛

生専門官であった者 

職務内証明書 

１１ 
労働基準監督官として２年以上その職務に従事した経験を

有する者 

実務経験２年以上の職務内容証明書 

 

 

※「工作物に関する実務経験」とは、工作物の研究、設計、製作又は据付け等の業務の経験をいい、これらには工作物の解体

工事又は改修工事の実務に関する経験が含まれます。 

※ 職務内容証明書について、事業場をすでに退職している場合は、その事業場に依頼して同証明書を発行してもらうことが

必要です。 

  

別紙  



            工作物石綿事前調査者講習受講申込書 
 
 

受講者氏名･住所は戸籍どおりにくずさずに記入して下さい。 

※ 受講番号 
 
 

 
 
（注）※欄は記入しないでください。 

開催日  第   回     年    月   日 ～   日 
ふりがな  

        年    月    日  生 

受講者  
氏  名 

 

旧姓を使用した氏名又は通称の併記の希望の有無

（いずれかを〇で囲む） 有  ／  無 

併記を希望する氏名又は通称  

住 所 

〒     
 
 

TEL（     －    －     ）※昼間連絡の取れる番号 

事業場名  □会員 ・ □一般 
（日本ボイラ協会会員の区分） 

事業場 
所在地 

〒    
 
 

TEL（     －    －      ） 

受講資格 
(別紙参照) 

区分 
番号 

受講資格を証明する提出書類に☑ 
□ 修了証の写し   □ 卒業証明書   □ 職務内容証明書 

 講習料 
［会 員］５３,３５０円（税込）＝ 受講料５０,０５０円（税込）＋テキスト代３,３００円（税込） 
［一 般］５５,０００円（税込）＝ 受講料５０,０５０円（税込）＋テキスト代４,９５０円（税込） 

受講票、テキスト等の送付先に〇を付けてください。  
  １. 自 宅    ２. 事業場 (ご担当者・部署：                    )  

備考 

※ 旧姓及び通称の併記を希望する場合は、公的機関の証明書が必要です。 

                                                    受講申込日       年    月    日 
   一般社団法人日本ボイラ協会 殿 
 

※福島支部確認事項欄 
申込受付 受講資格確認 受講資格確認通知・請求書送付 入金確認 テキスト送付 

 

□ 証明書類 講習料 □会員 □一般 □持込 □書留 □振込 □受講票 □テキスト 
□事業場 □自宅 

 月    日 月    日 月    日 
本人確認 修了考査 証明書送付 修了者名簿 

 点 

□合格 
□不合格 

□修了証明書 

□受講証明書 

  交付 

第       号 

□事業場 □自宅 HPに掲載を 

□ 希望する 

□ 希望しない  
備考 

 

写真貼 

(30mm×24mm) 

 

裏面に氏名を記入 

 

 

昭和 

平成 

区分 

番号 

様式 １ 

 



様式 １－２  

職務内容証明書 

 

受講申請者 

氏 名  

住 所  

職務内容 

工作物に関する職務内容 

記入例 ： 工作物の研究、設計、製作、据付、解体工事、改修工事 等 

工作物に関する 

在職期間及び実績年月数 

年    月 ～      年    月 

（      年     ヶ月） 

本受講申請者は、上欄の職務内容のとおり工作物に関する実務経験を有することを

証明します。 

 

 

年    月    日 

事業場所在地 

事 業 場 名 

事業者職氏名                        印 

 

※ 石綿作業主任者技能講習修了者 (受講資格区分  １  ) は、職務内容証明書(本紙)の提出は不要です。 

※ 工作物に関して１１年以上の実務経験を有する者 (受講資格区分  ６  ) は、卒業証明書の提出は不要です。 

※ 複数の会社での経験年数を合算する場合は、事業場ごとに職務内容証明書(本紙)の提出が必要です。 


